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令和５年９月 経営協議会（対面・オンライン併用）議事録 
 

Ⅰ．日 時  令和５年９月２１日（木） １４時００分～１５時０９分 

 

Ⅱ 場 所  千葉大学医学系総合研究棟 会議室１（４階） 

 

Ⅲ．出席者    中山学長、犬養、岩田、香藤、河田、草開、黒木、塩尻、島田、銭谷、 

西堀、萩原、舩橋、正宗、宮坂、 

中谷、藤江、小澤、丸山、岩崎、米村、伊藤、三木、横手各委員 

 

  ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  角倉、山本各監事 

（欠席者：渡邉、堀、諏訪各委員） 
※下線はオンライン出席者 

 

Ⅳ．前回議事録について 

原案のとおり承認された。 

 

Ⅴ．審議事項（◎学外委員、○学内委員） 

１．国立大学法人ガバナンス・コードへの適合状況等について 

丸山理事から、国立大学法人ガバナンス・コードへの適合状況等について、資料

に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

２．国立大学法人千葉大学就業規則等の一部改正等について 

丸山理事から、国立大学法人千葉大学就業規則等の一部改正等について、資料に

基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

主な意見は以下のとおり。 

 

◎ 今回新設した専門職は具体的にどのような業務を行うのか。 

 

〇 まずはＩＭＯのＵＲＡを中心に本取組を始めていく。なお、専門職は教育及び研究

を直接行うのではなく、知財管理等において教育職をサポートする業務を行う。 

 

◎ 従来の体系ではなく専門職制度を新設する必要があるのはなぜか。 

 

〇 非常に高度な知識を持っている方を民間企業などからクロスアポイントメント等に

て採用するには、一般職・教育職と給与体系が異なる新しい制度が必要であると考え

た。 

 

Ⅶ．報告事項 

１．本学における最近の主な動向について 

中山学長及び小澤理事から、本学における最近の主な動向について、資料に基づ

き報告があった。 

主な意見は以下のとおり。 

 

◎ 令和６年度に情報・データサイエンス学部及び学府（後期３年博士課程）を設置する

という話があったが、社会人に本学府に入ってもらうという想定はしているか。 
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〇 想定している。企業等で活躍している方が、博士課程において最新のデータサイエ

ンスの研究動向を学ぶことで、更に社会で活躍していただきたいと考えている。 

 

◎ 本学部及び学府において、ＡＩも教育・研究の対象としているのか。 

 

〇 文部科学省が数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度を示している

こともあり、ＡＩに関しても教育・研究を行っていく。 

 

◎ 学生へのデータサイエンスの倫理教育は、どのように行っていくのか。 

 

〇 現在も、学部及び修士の学生に対して、研究倫理等を含めた倫理教育を行っている。

また、生成ＡＩのようにこれまで存在しなかった内容が順次発生することに伴い、倫

理教育もブラッシュアップしないといけないと考えている。 

 

◎ Ｐ７０に本学の強みとして実績のある３つのカテゴリーとあるが、具体的にはどの

ようなカリキュラムが出来るか。 

 

〇 Ｐ７５のようにデータサイエンス系専門科目として、治療学・看護学、環境工学・園

芸等それぞれの応用を意識した専門科目を設置していく。 

 

◎ データサイエンス学部の令和７年度入学者選抜において、３０％が学校推薦型選抜

であるが、他学部の推薦型選抜においては、どのような状況であるか。また、推薦型選

抜について、千葉大学はどのような考え方であるか。 

 

〇 各部局の特性に応じて、推薦型選抜に取り組んでいる。自己推薦を行う総合型選抜

を行う部局、基礎的な学力を担保する学校推薦型選抜を行う部局も存在し、多くの部

局が推薦型選抜を行っている。推薦型選抜については様々な意見があるが、本学は学

生からの需要が高いので、現状では入試制度を大幅に変える必要がないと考えている。 

 

〇 本学部・学府において、企業の中でもリーダーとして活躍できるレベルで輩出でき

ると認識しており、学生にはデータサイエンスの情報を持ちながら、実践的に活躍を

する人材になってほしいと考えている。 

 

２．医学部附属病院の運営状況について 

横手副学長から、医学部附属病院における新型コロナウイルス感染症への対応状

況、２０２３年４月から８月の稼働状況、並びにその他の運営状況等について、資

料に基づき報告があった。 

 

３．その他 

 ①学長主催講演会シリーズ（第４回）の開催について 

藤江理事から、学長主催講演会シリーズ（第４回）の開催について、資料に基づ

き報告があった。 

 

 ②学長の業績評価結果について 

宮坂学長選考・監察会議議長から、学長の業績評価結果について、資料に基づき

報告があった。 

以 上 


